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規規 則則

宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規

則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 十 五 号

宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す

る 規 則

宮 崎 県 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 四 十 五 年 宮 崎

県 規 則 第 三 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 記 様 式 第 十 号 （ 表 面 ） 中 「両下肢を手関節 」 を 「両下肢を足関

節 」 に 改 め 、 同 様 式 （ 裏 面 ） 中 「全く失つた 」 を 「全く永久に失つ

た 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 二 十 九 号 中

「 「
を に 改 め る 。

」 」

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

建 設 業 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 十 六 号

建 設 業 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

１茨 施設入所
種類

芋 入 院
鰯 在 宅
允 そ の 他
２茨 養護学校
芋 特殊学級
鰯 就 労

〔 〕
１茨 施 設 入 所
種類

芋 入 院
鰯 在 宅
允 そ の 他
２茨 特別支援学校
芋 特別支援学級
鰯 就 労

〔 〕

建 設 業 法 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 七 年 宮 崎 県 規 則 第 十 八 号 の 二 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 及 び 第 三 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 二 条 法 第 五 条 （ 法 第 十 七 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の

規 定 に よ り 知 事 に 提 出 す る 許 可 申 請 書 及 び 法 第 十 一 条 第 二 項 （ 法

第 十 七 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 に 提

出 す る 書 類 に は 、 別 記 様 式 に よ る 技 術 関 係 の 職 員 の 名 簿 を 添 付 し

な け れ ば な ら な い 。

第 三 条 省 令 第 七 条 第 二 号 （ 省 令 第 十 三 条 第 一 項 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 知 事 が 定 め る 許 可 申 請 書 及 び そ の 添

付 書 類 並 び に 省 令 第 十 二 条 （ 省 令 第 十 三 条 第 一 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） に お い て 準 用 す る 省 令 第 七 条 第 二 号 の 規 定 に よ

り 知 事 が 定 め る 届 出 書 及 び そ の 添 付 書 類 の 部 数 は 、 正 本 一 通 及 び

副 本 二 通 と す る 。

別 記 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。
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宮 崎 県 公 報

宮崎県告示第 280号

森林法（昭和26年法律第 249号）第29条の規定により、農林水産

大臣から、次のとおり保安林の指定をする予定である旨の通知があ

った。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 保安林予定森林の所在場所 西臼杵郡高千穂町大字岩戸字赤水

谷6929−１から6929−５まで

２ 指定の目的 水源のかん養

３ 指定施業要件

茨 立木の伐採の方法

ア 主伐に係る伐採種は、定めない。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所

在する市町村に係る市町村森林整備計画で定める標準伐期齢

以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

芋 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種

次のとおりとする。

（「次のとおり」は、省略し、その関係書類を宮崎県環境森林

部自然環境課及び西臼杵支庁並びに高千穂町役場に備え置いて縦

覧に供する。）

宮崎県告示第 281号

森林法（昭和26年法律第 249号）第29条の規定により、農林水産

大臣から、次のとおり保安林の指定を解除する予定である旨の通知

があった。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 解除予定保安林の所在場所 宮崎市（国有林。次の図に示す部

分に限る。）

２ 保安林として指定された目的 水源のかん養

３ 解除の理由 道路用地とするため

（「次の図」は、省略し、その図面を宮崎県環境森林部自然環

境課及び中部農林振興局並びに宮崎市役所に備え置いて縦覧に供

する。）

宮崎県告示第 282号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり変更する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 283号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり変更する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 284号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり変更する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫
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附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

宮 崎 県 不 動 産 鑑 定 業 者 登 録 簿 閲 覧 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ

こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 二 十 六 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 十 七 号

宮 崎 県 不 動 産 鑑 定 業 者 登 録 簿 閲 覧 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

宮 崎 県 不 動 産 鑑 定 業 者 登 録 簿 閲 覧 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 規 則

第 五 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 四 条 第 一 項 」 を 「 第 三 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

告告 示示

延 長

（メートル）

敷地の
幅 員

（メートル）

新旧

の別
区 間路線名

道路の

種 類

路線

番号

174.229.0 〜

55.0

旧児湯郡高鍋

町大字持田

字坂本1864

番２地先か

ら同郡同町

同大字同字

1988番２地

先まで

石河内

高城高

鍋線

県道19

0.00.0 〜

0.0

新

延 長

（メートル）

敷地の
幅 員

（メートル）

新旧

の別
区 間路線名

道路の

種 類

路線

番号

1769.08.8 〜

18.0

旧児湯郡高鍋

町大字持田

字桧谷2558

番６地先か

ら同郡同町

同大字字桧

原5032番３

地先まで

高鍋美

々津線

県道302

0.00.0 〜

0.0

新

延 長

（メートル）

敷地の
幅 員

（メートル）

新旧

の別
区 間路線名

道路の

種 類

路線

番号

859.711.6 〜

22.0

旧児湯郡高鍋

町大字北高

木城高

鍋線

県道304



宮 崎 県 公 報

宮崎県告示第 285号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり変更する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 286号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり決定する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 287号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり決定する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 288号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり決定する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

平成 19年 ３ 月 26日（月曜日） 第 1865号
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鍋字中畑田

5013番地先

から同郡同

町同大字字

七反田4965

番３地先ま

で

0.00.0 〜

0.0

新

延 長

（メートル）

敷地の
幅 員

（メートル）

新旧

の別
区 間路線名

道路の

種 類

路線

番号

1372.38.6 〜

18.4

旧児湯郡高鍋

町大字北高

鍋字七反田

5253番地先

から同郡同

町同大字字

天神鶴4630

番地先まで

杉安高

鍋線

県道313

2262.011.2 〜

22.0

新児湯郡高鍋

町大字北高

鍋字七反田

5253番地先

から同郡同

町同大字字

天神鶴4622

番１地先ま

で

延 長

（メートル）

敷地の
幅 員

（メートル）
区 間路線名

道路の

種 類

路線

番号

1368.76.9 〜

22.8

児湯郡高鍋

町大字持田

字俵橋5767

高鍋美

々津線

県道302

番55地先か

ら同郡同町

同大字同字

6368番１地

先まで

延 長

（メートル）

敷地の
幅 員

（メートル）

区 間路線名
道路の

種 類

路線

番号

973.010.2 〜

29.4

児湯郡高鍋

町大字持田

字坂本1989

番１地先か

ら同郡同町

同大字字家

床4973番３

地先まで

木城高

鍋線

県道304

延 長

（メートル）

敷地の
幅 員

（メートル）
区 間路線名

道路の

種 類

路線

番号

228.011.5 〜

18.8

児湯郡高鍋

町大字北高

鍋字上畑田

92番１地先

から同郡同

町同大字字

小丸 962番

地先まで

木城高

鍋線

県道304

1528.016.8 〜

55.0

児湯郡高鍋

町大字北高

鍋字小丸 9

54番１地先

から同郡同

町大字持田



宮 崎 県 公 報

宮崎県告示第 289号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第２項の規定により、道

路の供用を次のとおり開始する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 290号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第２項の規定により、道

路の供用を次のとおり開始する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 291号

道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第２項の規定により、道

路の供用を次のとおり開始する。

なお、関係図面は、平成19年３月26日から平成19年４月９日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 292号

港湾法（昭和25年法律第 218号）第34条において準用する同法第

12条第５項の規定により、新たに完成した宮崎県が管理する港湾施

設の概要を次のとおり公示する。

なお、関係図面は、宮崎県土木部港湾課及び宮崎県北部港湾事務

所において公衆の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

平成 19年 ３ 月 26日（月曜日） 第 1865号
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字坂本1990

番１地先ま

で

1769.08.8 〜

18.0

児湯郡高鍋

町大字持田

字桧谷2558

番６地先か

ら同郡同町

同大字字桧

原5032番３

地先まで

供用開始の期日区 間路線名
道路の

種 類

路線

番号

平成19年３月26日児湯郡高鍋

町大字持田

字俵橋5767

番55地先か

ら同郡同町

同大字同字

6368番１地

先まで

高鍋美

々津線

県道302

供用開始の期日区 間路線名
道路の

種 類

路線

番号

平成19年３月26日児湯郡高鍋

町大字北高

鍋字上畑田

92番１地先

から同郡同

町同大字字

小丸 962番

地先まで

木城高

鍋線

県道304

児湯郡高鍋

町大字北高

鍋字小丸 9

54番１地先

から同郡同

町大字持田

字坂本1990

番１地先ま

で

児湯郡高鍋

町大字持田

字桧谷2558

番６地先か

ら同郡同町

同大字字桧

原5032番３

地先まで

供用開始の期日区 間路線名
道路の

種 類

路線

番号

平成19年３月26日児湯郡高鍋

町大字北高

鍋字七反田

5253番地先

から同郡同

町同大字字

天神鶴4622

番１地先ま

で

杉安高

鍋線

県道313
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宮崎県告示第 293号

港湾法（昭和25年法律第 218号）第34条において準用する同法第

12条第５項の規定により、新たに完成した宮崎県が管理する港湾施

設の概要を次のとおり公示する。

なお、関係図面は、宮崎県土木部港湾課及び宮崎県北部港湾事務

所において公衆の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

宮崎県告示第 294号

都市計画法（昭和43年法律第 100号）第63条第１項の規定により、

平成17年宮崎県告示第45号による宮崎広域都市計画道路事業の事業

計画の変更を次のとおり認可した。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 施行者の名称

宮崎市

２ 都市計画事業の種類及び名称

宮崎広域都市計画道路事業３・６・37号 上野町通線

３ 事業施行期間

平成12年８月３日から平成20年３月31日まで

４ 事業地

変更なし

宮崎県告示第 295号

都市計画法（昭和43年法律第 100号）第63条第１項の規定により、

平成15年宮崎県告示第 219号による日南都市計画道路事業の事業計

画の変更を次のとおり認可した。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 施行者の名称

日南市

２ 都市計画事業の種類及び名称

日南都市計画道路事業 ３・５・６号 海田天福線

３ 事業施行期間

平成15年４月28日から平成20年８月31日まで

４ 事業地

変更なし

宮崎県告示第 296号

都市計画法（昭和43年法律第 100号）第63条第１項の規定により、

平成17年宮崎県告示第 156号による日南都市計画道路事業の事業計

画の変更を次のとおり認可した。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 施行者の名称

日南市

２ 都市計画事業の種類及び名称

日南都市計画道路事業 ３・４・４号 平野線

３・６・３号 油津星倉線

３ 事業施行期間

平成14年３月22日から平成21年３月31日まで

４ 事業地

変更なし

特定非営利活動促進法（平成10年法律第７号）第10条第１項の規

定により、次のとおり特定非営利活動法人の設立の認証の申請があ

った。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

平成 19年 ３ 月 26日（月曜日） 第 1865号
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港 湾 施 設

港 名

能 力数 量位置（図面対象番号）種類区分

高さ

12．0メ

ートル

電力

700ワ

ット／

時

５基日向市大字日知屋字

新開 17371番１

（Ｎ−５−11）

その

他の

港湾

の管

理の

ため

の施

設（

照明

灯）

港湾

管理

施設

細島港

港 湾 施 設

港 名

能 力数 量位置（図面対象番号）種類区分

天端高

6.1メ

ートル

延長

8．0メー

トル

日向市大字平岩字上

船人地先

（Ｂ−１−20）

防波

堤

外郭

施設

平岩港

天端高

6.1メ

ートル

延長

8．0メー

トル

同上

（Ｂ−１−21）

天端高

5.5メ

ートル

延長

24．7メー

トル

同上

（Ｂ−２−６）

防砂

堤

天端高

5.5メ

ートル

延長

96.4メー

トル

同上

（Ｂ−２−７）

公公 告告

定款に記載され
た目的

主たる事
務所の所
在地

代表者の氏名名 称
申請
年月
日

この法人は、高

齢者が安全で暮

らしやすい環境

づくり、楽しめ

る地域社会づく

りに貢献するこ

宮崎県延

岡市南町

１丁目４

番地の１

窓橋 政晃特定非営利

活動法人

ＮＰOのべ

おか

平成

19年

３月

14日
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廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第 137号）第

12条第７項の規定による産業廃棄物の減量その他その処理に関する

計画及び同法第12条の２第８項の規定による特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画の提出並びに同法第12条第８項の

規定による産業廃棄物の減量その他その処理に関する計画の実施の

状況及び同法第12条の２第９項の規定による特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画の実施の状況の報告があったので、

それぞれの計画及び実施の状況を次のとおり公衆の縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 計画及び実施の状況の縦覧場所

宮崎県環境森林部環境対策推進課

２ 計画及び実施の状況の縦覧期間

平成19年３月26日から平成20年３月26日まで

土地改良法（昭和24年法律第 195号）第18条第16項の規定により、

宮原堰土地改良区（北川町）の役員の就任及び退任について次のと

おり届出があった。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 就任した役員

（任期：平成19年４月29日まで）

２ 退任した役員

土地改良法（昭和24年法律第 195号）第87条第１項の規定により、

大萩地区県営土地改良事業（野尻町、畑地帯総合整備事業）に係る

土地改良事業計画を定めた。

なお、関係書類を次のとおりに縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 縦覧に供する書類

策定に係る土地改良事業計画書の写し

２ 縦覧期間

平成19年３月26日から平成19年４月23日まで

３ 縦覧場所

野尻町役場農村建設課内

土地改良法（昭和24年法律第 195号）第96条の２第５項において

準用する同法第８条第１項の規定により、都城市が行う土地改良事

業（馬渡地区、ため池等整備事業）の施行協議を適当と決定した。

なお、関係書類を次のとおり縦覧に供する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 縦覧に供する書類

決定に係る土地改良事業計画書写し

２ 縦覧期間

平成19年３月26日から平成19年４月23日まで

平成 19年 ３ 月 26日（月曜日） 第 1865号
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とを目的とする。

住 所氏 名役名

北川町大字長井3920番地盛 武 紀 明理 事

北川町大字長井4009番地佐 藤 友一郎理 事

北川町大字長井4396番地伊 藤 利 幸理 事

北川町大字長井1307番地−１河 野 良 一理 事

北川町大字長井 321番地大久保 眞 直理 事

北川町大字長井 307番地小 谷 のり子理 事

北川町大字長井5642番地−１木 本 富 夫理 事

北川町大字長井5410番地−７松 本 進 一理 事

北川町大字長井5372番地甲 斐 君 博理 事

北川町大字長井5284番地近 藤 秀 子理 事

北川町大字長井5525番地−１木 本 勝 美監 事

北川町大字長井3912番地盛 武 平一郎監 事

北川町大字長井 232番地黒 木 重代司監 事

住 所氏 名役名

北川町大字長井3920番地盛 武 紀 明理 事

北川町大字長井4009番地佐 藤 友一郎理 事

北川町大字長井4396番地伊 藤 国 博理 事

北川町大字長井1344番地黒 木 平太郎理 事

北川町大字長井 396番地藤 野 金 造理 事

北川町大字長井 315番地藤 野 豊 喜理 事

北川町大字長井5521番地黒 田 英 雄理 事

北川町大字長井5987番地16福 島 正 則理 事

北川町大字長井5344番地黒 田 又 市理 事

北川町大字長井5260番地権 藤 健 市理 事

北川町大字長井3974番地小 野 武 夫監 事

北川町大字長井3912番地盛 武 平一郎監 事

北川町大字長井5375番地甲 斐 富 雄監 事



宮 崎 県 公 報
３ 縦覧場所

都城市役所

都市計画法（昭和43年法律第 100号）第63条第１項の規定により、

平成15年宮崎県告示第95号による都城広域都市計画道路事業の事業

計画の変更の認可を受けたので、同法第66条の規定に基づき、次の

とおり公告する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英 夫

１ 都市計画事業の種類及び名称

都城広域都市計画道路事業 ３・５・52号 蔵原通線

３・４・52号 大王通線

２ 施行者の名称

宮崎県

３ 事業所の所在地及び名称

都城市北原町24の21 宮崎県都城土木事務所

４ 事業地

収用の部分 変更なし

使用の部分 変更なし

都市再開発法（昭和44年法律第38号）第７条の９第１項の規定に

より、第一種市街地再開発事業の施行について認可したので、同法

第７条の15第１項の規定により、次のとおり公告する。

平成19年３月26日

宮崎県知事 東国原 英夫

１ 施行者の名称

橘通西三丁目地区第一種市街地再開発事業個人施行者

２ 事業施行期間

平成19年３月26日から平成21年３月31日まで

３ 施行地区

宮崎市橘通西三丁目36番、37番、38番、40番１、40番２、40番

３、40番４、40番５、40番６、41番、42番、42番１、42番２、

43番１、43番２、36番地先、40番６地先

４ 第一種市街地再開発事業の名称

橘通西三丁目地区第一種市街地再開発事業

５ 事務所の所在地

宮崎市橘通西３丁目10番24号 株式会社日窓時計本店内

６ 施行認可の年月日

平成19年３月14日

７ 施行者の住所

宮崎市橘通西３丁目10番24号

宮崎市広島２丁目１番31号

宮崎市橘通西３丁目３番30号

宮崎県児湯郡川南町大字川南 15266番地

８ 事業年度

毎年４月１日から翌年３月31日まで（ただし、初年度は平成19

年３月26日から平成19年３月31日まで）

９ 公告の方法

事務所の前の掲示板に掲示するほか、１に掲げる個人施行者が

適当と認める場所に掲示をするものとし、特に必要があるときは

官報に掲載して行う。

10 権利変換を希望しない旨の申出をすることができる期限

平成19年４月24日

平成 19年 ３ 月 26日（月曜日） 第 1865号
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公安委員会規公安委員会規則則

宮 崎 県 道 路 交 通 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。
平 成 十 九 年 三 月 二 十 六 日

宮 崎 県 公 安 委 員 会 委 員 長 佐 々 木 文 雄

宮 崎 県 公 安 委 員 会 規 則 第 五 号

宮 崎 県 道 路 交 通 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

第 一 条 宮 崎 県 道 路 交 通 法 施 行 細 則 （ 昭 和 三 十 五 年 宮 崎 県 公 安 委 員

会 規 則 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 区 間 の 欄 中 「 東 臼 杵 郡 北 川 町 大 字 川 内 名 字 東 栂 目 山 二

千 二 百 九 番 四 」 を 「 延 岡 市 北 川 町 川 内 名 字 東 栂 目 山 二 千 二 百 九 番

四 」 に 、 「 東 臼 杵 郡 北 川 町 大 字 川 内 名 字 曽 立 七 千 二 百 十 番 一 地 先 」

を 「 延 岡 市 北 川 町 川 内 名 字 曽 立 七 千 二 百 十 番 一 地 先 」 に 、 「 東 臼

杵 郡 北 川 町 大 字 川 内 名 字 臼 杵 一 万 二 百 四 十 二 番 一 地 先 」 を 「 延 岡

市 北 川 町 川 内 名 字 臼 杵 一 万 二 百 四 十 二 番 一 地 先 」 に 改 め る 。

第 二 条 宮 崎 県 道 路 交 通 法 施 行 細 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 の 次 に 次 の 二 条 を 加 え る 。

（ 信 号 機 の 設 置 又 は 管 理 の 委 任 ）

第 五 条 の 二 法 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 信 号 機 の 設 置 又 は 管 理

の 委 任 を 受 け よ う と す る 者 は 、 別 記 様 式 第 六 号 の 二 の 申 請 書 に

よ り 公 安 委 員 会 に 申 請 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 委 任 は 、 別 記 様 式 第 六 号 の 三 の 委 任 書 を 交 付 し て 行 う

も の と す る 。

（ 委 任 の 解 除 等 ）

第 五 条 の 三 前 条 の 委 任 は 、 受 任 者 か ら 委 任 の 解 除 申 請 が あ つ た

と き 、 当 該 信 号 機 の 必 要 が な く な つ た と き 、 又 は 管 理 が 適 切 に

行 わ れ て い な い と 認 め ら れ る と き は 、 解 除 す る も の と す る 。

２ 前 項 の 解 除 は 、 別 記 様 式 第 六 号 の 四 の 通 知 書 を 交 付 し て 行 う

も の と す る 。

別 表 第 一 中

「

を
」

「

に
」

改 め る 。

別 表 第 二 中

「

二
三

駐 車 禁 止 除 外 指 定 車

標 章 の 交 付 申 請

通 行 禁 止 道 路 の 通 行

許 可 申 請

〃
〃

〃 第 四 号

規 則 第 一

の 三

二 通
二 通

二
二 の

二
三

駐 車 禁 止 除 外 指 定 車

標 章 の 交 付 申 請

信 号 機 設 置 管 理 の 委

任 申 請

通 行 禁 止 道 路 の 通 行

許 可 申 請

〃
交 通 規 制

課 長
管 轄 所 長

〃 第 四 号

〃 第 六 号

の 二
規 則 第 一

の 三

二 通
一 通

二 通

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 二 百

十 八 号

延 岡 市 北 川 町 川 内 名 字 東 栂 目 山 二 千 二 百

九 番 四 か ら 都 城 市 平 塚 町 平 長 谷 百 十 八 番

ま で
宮 崎 市 大 塚 町 字 横 立 千 三 百 六 十 二 番 一 か

ら 宮 崎 市 大 字 柏 原 字 高 後 五 百 二 十 六 番 一

ま で
西 臼 杵 郡 五 ヶ 瀬 町 大 字 三 ヶ 所 字 境 之 園 八

十 五 番 四 地 先 か ら 延 岡 市 昭 和 町 一 丁 目 十
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を
」

「

に 、

一 般 国 道 二 百

十 八 号

一 般 国 道 二 百

二 十 号

一 般 国 道 二 百

二 十 一 号

一 般 国 道 二 百

六 十 八 号

一 般 国 道 二 百

六 十 九 号

番 七 地 先 ま で

西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 大 字 押 方 字 宮 野 原 九 百

四 十 九 番 九 地 先 か ら 西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 大

字 押 方 字 宮 野 原 九 百 四 十 七 番 一 地 先 ま で

宮 崎 市 橘 通 東 三 丁 目 百 二 十 五 番 か ら 宮 崎

市 源 藤 町 字 葉 山 二 百 四 十 七 番 四 ま で

え び の 市 大 字 東 川 北 字 大 畑 国 有 林 五 十 三

林 班 れ 小 班 地 先 か ら 都 城 市 都 北 町 五 千 九

百 四 十 七 番 五 地 先 ま で

え び の 市 大 字 小 田 字 権 太 夫 六 百 五 番 一 地

先 か ら え び の 市 大 字 永 山 字 樋 ノ 木 九 百 四

十 番 一 地 先 ま で

宮 崎 市 田 野 町 甲 字 中 原 二 千 八 百 二 十 五 番

九 地 先 か ら 宮 崎 市 源 藤 町 二 百 十 二 番 三 地

先 ま で

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 十 号

一 般 国 道 二 百

十 八 号

一 般 国 道 二 百

十 八 号

一 般 国 道 二 百

十 八 号

一 般 国 道 二 百

二 十 号

一 般 国 道 二 百

二 十 号

一 般 国 道 二 百

二 十 一 号

一 般 国 道 二 百

二 十 二 号

一 般 国 道 二 百

六 十 八 号

一 般 国 道 二 百

六 十 九 号

延 岡 市 北 川 町 川 内 名 字 東 栂 目 山 二 千 二 百

九 番 四 か ら 都 城 市 平 塚 町 平 長 谷 百 十 八 番

ま で
延 岡 市 塩 浜 町 一 丁 目 千 五 百 三 十 六 番 四 か

ら 延 岡 市 伊 形 町 二 千 百 三 十 七 番 ま で

延 岡 市 伊 形 町 二 千 百 三 十 七 番 か ら 東 臼 杵

郡 門 川 町 大 字 庵 川 字 尾 迫 尻 百 五 十 五 番 十

三 ま で

延 岡 市 天 下 町 四 百 九 十 七 番 ニ か ら 延 岡 市

伊 形 町 二 千 百 三 十 七 番 ま で

宮 崎 市 大 塚 町 字 横 立 千 三 百 六 十 二 番 一 か

ら 宮 崎 市 大 字 柏 原 字 高 後 五 百 二 十 六 番 一

ま で
宮 崎 市 高 岡 町 花 見 字 橋 山 二 千 九 十 六 番 二

か ら 宮 崎 市 高 岡 町 花 見 字 川 畑 三 百 六 十 八

番 三 ま で

西 臼 杵 郡 五 ヶ 瀬 町 大 字 三 ヶ 所 字 境 之 園 八

十 五 番 四 地 先 か ら 延 岡 市 昭 和 町 一 丁 目 十

番 七 地 先 ま で

西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 大 字 押 方 字 宮 野 原 九 百

四 十 九 番 九 地 先 か ら 西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 大

字 押 方 字 宮 野 原 九 百 四 十 七 番 一 地 先 ま で

延 岡 市 舞 野 町 千 四 百 七 十 二 番 三 地 先 か ら

延 岡 市 高 野 町 六 十 七 番 四 十 地 先 ま で

宮 崎 市 橘 通 東 三 丁 目 百 二 十 五 番 か ら 宮 崎

市 源 藤 町 字 葉 山 二 百 四 十 七 番 四 ま で

宮 崎 市 源 藤 町 字 葉 山 二 百 四 十 八 番 二 か ら

日 南 市 油 津 二 丁 目 五 番 二 十 四 ま で

え び の 市 大 字 東 川 北 字 大 畑 国 有 林 五 十 三

林 班 れ 小 班 地 先 か ら 都 城 市 都 北 町 五 千 九

百 四 十 七 番 五 地 先 ま で

日 南 市 春 日 町 一 番 地 先 か ら 日 南 市 中 央 通

二 丁 目 九 番 三 地 先 ま で

え び の 市 大 字 小 田 字 権 太 夫 六 百 五 番 一 地

先 か ら え び の 市 大 字 永 山 字 樋 ノ 木 九 百 四

十 番 一 地 先 ま で

宮 崎 市 田 野 町 甲 字 中 原 二 千 八 百 二 十 五 番

九 地 先 か ら 宮 崎 市 源 藤 町 二 百 十 二 番 三 地

」

「

を
」

「

に
」

改 め る 。

別 記 様 式 第 六 号 の 次 に 次 の 三 様 式 を 加 え る 。

一 般 国 道 二 百

六 十 九 号

先 ま で

都 城 市 今 町 七 千 八 百 五 十 五 番 五 地 先 か ら

都 城 市 大 岩 田 町 五 千 三 百 三 番 八 地 先 ま で

県 道 日 知 屋 財

光 寺 線

日 向 市 大 字 日 知 屋 字 越 鼻 五 千 八 百 九 十 番

二 十 八 地 先 か ら 日 向 市 大 字 日 知 屋 字 片 ヶ

浜 三 千 三 百 七 十 九 番 四 十 九 地 先 ま で

県 道 日 知 屋 財

光 寺 線

県 道 日 知 屋 財

光 寺 線

日 向 市 大 字 日 知 屋 字 越 鼻 五 千 八 百 九 十 番

二 十 八 地 先 か ら 日 向 市 大 字 日 知 屋 字 片 ヶ

浜 三 千 三 百 七 十 九 番 四 十 九 地 先 ま で

日 向 市 亀 崎 東 四 丁 目 四 十 三 番 地 先 か ら 日

向 市 大 字 財 光 寺 千 八 百 十 七 番 一 地 先 ま で
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宮 崎 県 公 報

宮崎県選挙管理委員会告示第22号

公職選挙法施行令（昭和25年政令第89号）第55条第２項及び第４

項第２号の規定により、不在者投票のできる施設として次のとおり

指定した。

平成19年３月26日

宮崎県選挙管理委員会委員長 若 友 慶 二

宮崎県選挙管理委員会告示第23号

公職選挙法施行令（昭和25年政令第89号）第55条第２項及び第４

項第２号の規定により、不在者投票のできる施設の指定を次のとお

り変更した。

平成19年３月26日

宮崎県選挙管理委員会委員長 若 友 慶 二

平成 19年 ３ 月 26日（月曜日） 第 1865号
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附 則

こ の 規 則 中 第 一 条 の 規 定 は 平 成 十 九 年 三 月 三 十 一 日 か ら 、 第 二 条

の 規 定 は 、 同 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

選挙管理委員会告選挙管理委員会告示示

指定年月日所 在 地名 称

平成19年３月９日都城市北原町21街区

16号

株式会社西日本福祉

サービス研究所介護

付有料老人ホームけ

あらいふ正寿の都

変 更 内 容新旧

の別

変更

事由

名 称

宮崎市立田野病院新施設

の名

称

宮崎市立田野病

院

田野町国民健康保険病院旧

宮崎市介護老人保健施設さざん

か苑

新施設

の名

称

宮崎市介護老人

保健施設さざん

か苑

田野町介護老人保健施設さざん

か苑

旧

都城市高崎養護老人ホームたち

ばな荘

新施設

の名

称

都城市高崎養護

老人ホームたち

ばな荘

高崎町立養護老人ホームたちば

な荘

旧

都城市高崎町大牟田1340番地１新所在

地

都城市高崎町大牟田 837番地旧
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